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―
―
日
本
で
も
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
を
掲
げ
る
な
ど
、
持
続

可
能
な
社
会
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
に
先
駆
け
て
、
持
続
可
能

な
社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が

自
動
車
業
界
で
す
ね
。

細
田　

日
本
で
は
１
９
８
０
年
代
ご
ろ
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
廃
棄
物
問
題
が
浮
上
し
、

２
０
０
０
年
前
後
に
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
や
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
な
ど
の
個
別
リ

サ
イ
ク
ル
法
が
制
定
・
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
※
１

は
02
年
に
制

定
、
05
年
に
施
行
さ
れ
、
日
本
の
自
動
車

リ
サ
イ
ク
ル
制
度
は
ジ
ャ
パ
ン
モ
デ
ル
と
し

て
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
―
ど
の
よ
う
な
部
分
が
注
目
さ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

細
田　

自
動
車
は
、
鉄
・
銅
・
ア
ル
ミ
、

樹
脂
、
ゴ
ム
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
で

構
成
さ
れ
、
使
用
済
み
自
動
車
の
リ
サ
イ

ク
ル
実
効
率
※
２
は
、
お
よ
そ
99
％
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
高
い
リ
サ
イ
ク
ル
実
効

率
を
可
能
に
し
て
い
る
の
が
、
日
本
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
な
の

で
す
。

　

こ
の
制
度
の
特
徴
は
3
つ
で
す
。 

1
つ

目
は
自
動
車
の
ユ
ー
ザ
ー
、
製
造
・
輸
入

す
る
メ
ー
カ
ー
、
販
売
店
や
整
備
店
な
ど

の
引
き
取
り
事
業
者
、
そ
し
て
使
用
済
み

自
動
車
を
適
正
に
処
理
す
る
解
体
事
業
者

や
破
砕
事
業
者
な
ど
、
自
動
車
リ
サ
イ
ク

ル
に
関
わ
る
者
の
役
割
を
明
確
に
し
た
こ

と
、
2
つ
目
は
ユ
ー
ザ
ー
が
支
払
う
リ
サ

イ
ク
ル
料
金
、
3
つ
目
は
使
用
済
み
自
動

車
の
適
正
処
理
に
関
す
る
情
報
管
理
で
す
。

　

使
用
済
み
自
動
車
か
ら
回
収
し
た
使
用

可
能
な
部
品
は
リ
サ
イ
ク
ル
部
品
と
し
て

市
場
に
流
通
さ
せ
、
分
別
・
回
収
し
た
鉄
・

銅
・
ア
ル
ミ
な
ど
は
、
再
生
資
源
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。
こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
の
過
程
で
生

じ
る
、
地
球
環
境
に
影
響
を
与
え
る
フ
ロ

ン
類
、
回
収
処
理
に
専
門
技
術
を
要
す
る

エ
ア
バ
ッ
グ
類
、シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
（
Ａ

Ｓ
Ｒ
）
※
３
の
３
物
品
の
適
正
処
理
に
た
い

へ
ん
手
間
が
か
か
り
ま
す
。
ユ
ー
ザ
ー
が

支
払
う
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
、
こ
の
３
物

品
の
適
正
処
理
に
充
て
ら
れ
て
お
り
、
現

在
で
は
お
の
お
の
が
そ
の
役
割
の
下
で
責

任
を
持
ち
適
正
な
処
理
を
行
い
、
そ
れ
に

関
す
る
情
報
を
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｃ
が
管
理
し
て
い

ま
す
。

―
―
そ
う
し
て
、
不
法
投
棄
自
動
車
が

減
っ
た
の
で
す
ね
。

細
田　

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
施
行
前
の

04
年
に
2
万
２
４
９
９
台
あ
っ
た
不
法
投

棄
自
動
車
は
、
22
年
に
は
７
５
２
台
に
減

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
産
官
学
民
で
議
論
を

重
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
が
コ
ミ
ッ
ト
し
て
社
会

シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
込
む
こ
と
が
で
き
た

た
め
で
す
。
加
え
て
、
日
本
に
は
社
会
規

範
や
企
業
倫
理
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
ロ
ー
が

ベ
ー
ス
に
あ
り
、
法
律
制
定
前
か
ら
規
範

意
識
と
責
任
を
持
っ
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
進

め
て
き
た
結
果
で
も
あ
り
ま
す
。

　

世
界
で
も
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
事
情
に
よ
り
、
課

題
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
例
え
ば
、
欧
米
で

は
地
域
ご
と
で
自
動
車
検
査
登
録
制
度
が

異
な
り
、
地
域
を
ま
た
い
で
中
古
車
が
流

通
す
る
た
め
、
使
用
済
み
自
動
車
の
発
生

台
数
や
処
理
状
況
の
把
握
が
難
し
い
と
い
っ

た
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
動
車
台

数
が
急
増
し
て
い
る
地
域
で
は
、
自
動
車

リ
サ
イ
ク
ル
制
度
の
整
備
が
遅
れ
る
こ
と

で
、
将
来
的
に
不
法
投
棄
の
問
題
が
浮
上

す
る
可
能
性
が
あ
り
、
日
本
の
制
度
に
関

心
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
日
本

の
制
度
や
知
見
を
世
界
に
伝
え
て
い
く
活

動
に
も
さ
ら
に
力
を
入
れ
た
い
で
す
ね
。

　

ま
た
、
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
は
地

球
環
境
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
市
場
経
済

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
従
来
の

市
場
経
済
の
枠
組
み
で
責
任
を
果
た
す
だ

け
で
は
な
く
、
お
の
お
の
が
一
定
の
責
任

を
持
ち
資
源
の
循
環
利
用
に
向
け
取
り
組

む
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
市
場
経
済
の
概

念
を
変
え
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
経
済
構

造
を
つ
く
る
一
つ
の
契
機
に
な
り
う
る
で

し
ょ
う
。 

―
―
一
方
で
、
課
題
も
あ
り
ま
す
か
？

細
田　

そ
う
で
す
ね
。
現
在
、
使
用
済
み

自
動
車
の
リ
サ
イ
ク
ル
実
効
率
※
２
は
お
よ

そ
99
％
に
達
し
、
残
り
１
％
は
Ａ
Ｓ
Ｒ
を

焼
却
し
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
回
収
※
４

し
た
後
に
残
っ
た
飛
灰
等
※
５
で
す
。
使
用

済
み
自
動
車
の
適
正
な
リ
サ
イ
ク
ル
処
理

を
行
う
う
え
で
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
る

Ａ
Ｓ
Ｒ
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
さ
ら
に
高
め
ら

れ
る
よ
う
に
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
※
６

や
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
※
７
な
ど
の
研
究

を
自
動
車
業
界
が
一
丸
と
な
っ
て
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

加
え
て
、
今
般
普
及
が
進
む
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
自
動
車
や
電
気
自
動
車
な
ど
の
次
世
代

自
動
車
に
搭
載
さ
れ
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

バ
ッ
テ
リ
ー
（
Ｌ
ｉ
Ｂ
）
の
３
Ｒ
※
８
が
課

題
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
Ｌ
ｉ
Ｂ
の
重
量

は
２
０
０
〜
３
０
０
㌔
㌘
と
非
常
に
重
い

た
め
収
集
運
搬
コ
ス
ト
が
高
く
な
り
ま
す
。

そ
し
て
高
電
圧
の
た
め
取
り
扱
い
に
注
意

を
要
し
、
分
別
回
収
に
関
し
て
は
高
度
な

技
術
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
次
世
代
自
動

車
は
電
子
部
品
や
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
※
９

な
ど
の

新
た
な
素
材
が
多
く
な
る
点
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
あ
り
、
関
係
者
間
の
連
携
を

促
進
し
つ
つ
、
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
さ
ら

な
る
高
度
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

―
―
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
は
今
後
ど
う

な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

細
田　

近
年
、
あ
ら
ゆ
る
移
動
手
段
を
1

つ
の
サ
ー
ビ
ス
で
完
結
さ
せ
るM

obility 
as a Service

（M
aaS

）
が
注
目
さ
れ
て

お
り
、
自
動
車
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
個

人
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
に
変
わ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
排
出
者
情
報

や
そ
の
情
報
管
理
に
も
変
化
が
起
こ
る
で

し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
今
後
は
鉄
道
と
の
連

携
や
災
害
時
の
役
割
な
ど
、
持
続
可
能
な

都
市
の
仕
組
み
づ
く
り
か
ら
自
動
車
を
捉

え
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
社
会
の

あ
り
方
が
変
化
し
て
も
、
自
動
車
は
人
々

の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。
あ

ら
ゆ
る
人
々
が
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
に
取

り
組
み
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
未
来
を
創
造
す

る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
社
会
が
近
づ
く

で
し
ょ
う
。
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｃ
で
も
そ
の
重
要
な

ピ
ー
ス
を
考
え
、
自
ら
の
役
割
を
担
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

制
作
・
東
洋
経
済
企
画
広
告
制
作
チ
ー
ム

※１　正式名称：使用済自動車の再資源化等に関する法律
※２　車両重量ベース

※３　使用済み自動車から有用な部品や金属類を回収した後に残る樹脂やゴムなど
※４　サーマルリカバリー
※５　廃棄物を燃やして処理するときに発生する灰
※６　廃棄物を再資源化して新たな原料として再利用すること

※７　廃棄物を化学的に分解して新たな原料に生成・利用すること 
※８　リユース、リデュース、リサイクル
※９　炭素繊維強化プラスチック

世界に誇れる、日本の自動車リサイクルシステム（ジャパンモデル）

自動車ユーザー
自動車メーカー
輸入事業者

フロン類
回収事業者破砕事業者

引取事業者

解体事業者

Co-Creation
（販売店・整備店など）

世
界
に
誇
る

ジ
ャ
パ
ン
モ
デ
ル
の

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル


